











































仙閣」と結びつくのかということである。 「台南銀座」の成立前、こ 「酔仙閣」ははじめ永楽町三丁目一二番地店舗を構えていた。一九二二（大正一一）年元旦 『台南新報』年賀広告によれば、経営者 高得、二百名以上 宴会が可能だったと言うから、かなり大規模な店舗さらに翌年の年賀広告では、経営者が高金溪に変更され、





閣」の営業税納税額は二七〇円三〇銭。これは「宝美楼」の二五二円六〇銭、 「西薈芳」の二 七円六〇銭 引き離して、 「台湾料理店」 種目ではトップである。 「日本料理店」を含めても、五〇一円六〇銭 鶯遷閣、三一〇円五六銭の小梅園につぐ第三位で、その規模 大きさが偲ば る
（四）
。
納税額の推移を見ると、 三 （昭和五）年版では二八八円、三二（昭和七）年版では 九 と 年々右肩上 成長を続ける順調な経営ぶりだった。　
さて、この「酔仙閣」の創業年代について いくつかの
商工録が一九 一（大正一〇）年と記載していることが、悩みの種であった。 度は春夫訪問説を示唆 た稿者も、この資料の発見によって、結論を留保せざるを得なくなっ
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電話番号の三七二番から、 この 「酔仙楼」 支店は、 「酔仙閣」
の前身にあたる店舗と考えて間違いはないだろう 引用中









（ 『台湾日日新報』一九一三 ・ 七 ・ 一七、 六面）
　
約言すれば、市内竹仔街（のち本町三丁目）の酒楼「酔






























其陪席藝妓。 與開仙宮街寶美樓。 及本島人貸座敷聯絡。減收買笑資金。以故五陵年少。趨之若鶩。而同街醉仙樓支店。亦思出奇制勝。修整其門面。擴張其席次。租出隔鄰太興隆樓上兩進 鑿壁安門。聯爲一氣。大加修餝。宴會可容二十餘席。其門面亦將改張西洋式 雇二老口街湯川鹿造爲之麭建。工資豫按二百數十圓現正著手。將來必有壯麗可觀。二比競爭 不知何所底止也。
 
 





































































と称する百五十頁の雑誌を隔月に発行することになりこの創刊号は本 発行する由なるが同社は尚芸術的趣味の向上を図 為め音楽会其他趣味の会合を時々催すことゝし第一著として明 左記の番組にて音楽会を開催するに付同好者は奮つて来聴されたしとの事なり／□三部合唱
　
























































速水和彦、白男川敬蔵（鉄道部）武井雪三（主計課）井手俊次郎 （医院） 秋沢烏川 （法務部） 西口紫溟 （台湾新聞西岡塘翠（台銀）




の西口紫溟の名が見えていることである。西口紫溟は本名進卿。一九一八（大正七）年四月、台湾新聞社台北支局編集局に入社。二二 一一）年四月、門司新聞編集長として招かれるまで、台湾新聞新歌壇の選者として活躍している。文芸雑誌『人形』 （一八 ・六創刊） 、 『南方芸術』（二〇 ・ 一〇創刊）の編集に携わり、台湾時代には歴史物語『南国物語』 （二〇 ・ 二、 人形社） 、 歌集 『南の国の歌』 （二〇 ・ 八、人形社） の著書がある。内地帰還後はプラトン社の雑誌 『苦楽』編集長や郷土雑誌『博多余情』の出版社長を務めた人物である。　
この西口紫溟は、後年「佐藤春夫との交遊」と題する文





























（ 『台湾日日新報』一九三九 ・ 五 ・ 二六、 六面。傍点河野）
　
数え年二十九の佐藤春夫が東熈市に連れられて台湾













































 一九二〇年七月一一日付佐藤豊太郎宛て春夫書簡による（ 『定本佐藤春夫全集』第三六巻、 二〇〇一 ・ 六、 臨川書店、三七～八頁） 。
付記　
調査中、貴重な御助言を賜りました黃天橫先生、註四資
料と西口紫溟の周辺資料につき御教示下さった河原功先生、図版掲載をお認め下さった国立国会図書館に篤く御礼申し上げます。　
なお、本研究は、ＪＳＰＳ科研費
22720078
の助成を受
けたものです。
（こうの
　
たつや・実践女子大学准教授）
